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マ イ クロキ ャッ トとは，前 と左右 の 3 カ所の セ ソサーによ り壁 の有無 を判定 して迷 路を脱出す る

自走 式 ロボ ッ トの こ とで あ る。 これ は， アル ミ板 の上 に 2 個 の パ ル ス モ ー ター を制御 す るた め の モー

ター ド ラ イ ブ 回 路 ， 82 5 イ ソ タ ー フ エ ー ス 回 路 ， バ ッ テ リー お よ び ポ ケ ッ トコ ソ ビ ュ ー タ（ポ ケ コ

ソ）を搭 載 L た もので， すべて手作 りの もので ある。今回の発表 は，昨年 の選択実 習 の情報技術 班

●

において，生徒 と共 に研究実践 した もので ある。

l ．は じめ に

選択実 習におけ る情報技術 は， 1 学期は ポケ コ

ンを使 用 L た B A S I C お よび アセ ンブ ラに よ る

L E D の点滅， モー ターの回転制御 等の基礎的 な

実習 を L た。 2 学期 の始 めには， ワンボー ドマイ

コソの R O M に プ ロ グラ ム を書 き込 ん で モ ー ター

等の制御実習を L た。

マ イ ク ロ キ ャ ッ トの 製 作 に と りか か っ た の は 2

学期 の中頃か らで ある。 これ は機械工作艶 電子

回路艶 ソフ トウェア班 の 3 班 （各班 2 ～ 3 人）

編成 で製作 した。

2 ．マ イ ク ロキ ャ Iソトの製 作

（ 1）棟枕工作

図 1 に マ イ ク ロ キ ャ ッ

トの側 面図 を図 2 に平

面図を示 す。

親株工作班では，図

面どお りにアル ミ板 に

けが きを し，次 にシヤー

で切 って型 を作 った。

また， アル ミ棒 を旋

盤で削 ってパル スモー

ター と タイ ヤ を接 続 す

るための軸 受けを作 っ

た。

当初 ワ ンボ ー ドマ イ

コ ソを搭 載 L た もの を

考えて いたが， プ ログ

ラム開発 の面 で，全員

が持 って い る ポ ケ コ ソ

に変更 L た。

ポケ コソを搭 載 した場合， バ ッテ リー の着脱 を

考慮 L て ポケ コソの台 が回転 す るように設計 して

いる。

（ 2） 制御回路

図 3 にモー ター駆 動回路 を， その回路 をプ リソ

ト基板 に L た ものを図 4 に示す。

モー ター駆動 回路 の作製 につ いて は回路珪 の各

人で分担 して， それぞれがオ リジナル のプ リソ ト

基板を作 った。
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国1 マ イクロキ ャ・ソトの側面 図

そ して， 個 々 の 回路 が完 成 した と き， ソ フ トウ ェ

ア姓 が ポ ケ ッ トコ ソ ピ ュー タで パ ル スモ ー ター を

回転 させ る テ ス トプ ロ グ ラム を 作 製 L ， そ の 回 路

をテス トし，動作確認 を行い着実 に研究 を推 し進

めてい った。

（ 3 ） ソ フ ト ウ ェ ア

図 5 に迷路 を脱 出す るプログラムの流れ図 を示

す。

プログラムの概要 は，右手 法で ある。 これ は，

まず右壁 があるかど うか判定 し，なければ右 に進

み， あれ ば前壁 の有無 を判定 し，なければ前 に進

み， あれば次 に左壁 の有 無を判 定す る。その左壁

がなければ，左 に進 み， あればU ター ソ して逆方

向に進 む ことを繰 り返す。

この プ ロ グ ラ ム は， Z 釦 ア セ ソ プ ラお よび C 言

語で作製 してい る。 C 言語 プ ログラムを付録図 1
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園2 マ イクロキ ャッ トの平面 図

に示 す。 プログラムの作製手順 は， トップ ダウソ

法で作 成 した 。 つ ま り， 右 手 法 の メイ ソプ ロ グ ラ

ムを作成 L てか ら個々の サブルーチ ソを作成 L て

いった。 サ ブ ル ー チ ソ と して は， 前 に進 ん で い く

前進 サブルーチ ソ，バ ックす る後進 サブルーチ ソ，

右に 向 きを変 え る右 ター ンサ ブ ル ー チ ソ， 左 に 向

きを変 え る左 ター ソサ ブル ー チ ソ， 逆 方 向 に 向 き

を変 え るU ター ソ サ ブル ー チ ソを作 成 L た。 そ う

して，実際 に走行 させて テス トし調整 した。

実際 に走行 させてみて，迷路板 の置 き方 の少 し

のず れ， お よび マ イ ク ロキ ャ ッ トの ス ター ト時 の

位置の少 しのずれが迷 路の脱 出 に

歓妙 に影響す ることが分か った。
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園3 パルスモーター野動回路

また ， 走 行 時 ， マ イ ク ロキ ャ ッ ト

が中心 よ り少 L づつずれてい き，

それ が原 田で ゴール まで なか なか

完走で きなか ったが，両端の セソ

サーをそれぞれ 3 個ずつ に し， 3

個のセ ソサの うち 2 個 までが はず

れる と切 り返 L を して，中央 に戻

すプ ロ グ ラ ムを 作 成 した 。 そ の よ

うな試行錯誤 の結果，囲 6 に示す

5 区画 × 5 区画の迷路 を脱出す る

こ とが で きた 。
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固4 モータ野動 回路のプ リン ト基板

3 ．お わ りに

今後は一度迷路を右手法でゆっくり走行 L ，各

区画を記憶 しておき，次に，最初の位置か らスター

トすれば最短経路 をス ピー ドア ップ して迷路 を脱

出す るハ ー ドウ ェ ア と ソフ トウェ ア を検 討 して い
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る。 また，新規 に相撲 ロボ ッ トに取 り組 んでい る

状況で ある。
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付録 図 1 プ ログ ラム
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